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デバイスについて

AXIS Camera Station S12 Recorderシリーズは、最大4Kまでの高解像度監視に対応したオールイン
ワン型のラックサーバーおよびワークステーションです。迅速かつ簡単にインストールできるよ
うに、このレコーダーシリーズにはAXIS Camera Station Proのビデオ管理ソフトウェアが事前に構
成されてプリロードされています。ライセンスおよび必要なすべてのシステムソフトウェアも含
まれています。システム設定はAXIS Site Designerから簡単にインポートできます。AXIS Camera
Station Proを使用することで、Axisの幅広いビデオ監視デバイスを最大限に活用できます。エン
タープライズグレードのハードディスク、ソリッドステートドライブに保存されたオペレーティ
ングシステムにより、このレコーダーシリーズはシステムに高いパフォーマンスと信頼性を提供
します。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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使用に当たって

AXIS Camera Station Pro録画サーバーを設定する標準的なワークフローは次のとおりです。

1. デバイスをインストールする.
2. Windows®の初期設定:装置を設置した後、いくつかの手順に従って、地域、言語、キーボー

ドレイアウト、管理者アカウントとそのパスワードを設定します。
3. Axisレコーダーの初期設定:Windowsの初期設定の後、AXIS Recorder Toolboxが開き、コン

ピューター名、日付と時刻、ネットワークなど、基本的かつ必要な設定を行う手順が表示
されます。Axisレコーダーの初期設定, on page 7を参照してください。

4. Windows®を構成します。以下をお勧めします。
– Windows®を最新バージョンに更新します。Windows®を更新します, on page 18を参

照してください。
– 標準ユーザーアカウントを作成します。ユーザーアカウントの作成, on page 12を参

照してください。
5. AXIS Camera Station Proを最新バージョンに更新します。

– システムがオンラインの場合：AXIS Recorder Toolboxアプリを開いて、[[UUppddaattee
AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn PPrroo 22 ((AAXXIISS CCaammeerraa SSttaattiioonn PPrroo22のの更更新新))]] をクリックしま
す。

– システムがオフラインの場合：axis.com に移動し、最新バージョンをダウンロード
してください。

6. AXIS Camera Station Proクライアントを起動します。
7. AXIS Camera Station Proサーバーに接続します。
8. AXIS Camera Station Proの設定, on page 7.

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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デバイスをインストールする

インストール前

• 設置に使用する追加のアクセサリー (モニター、マウス、キーボード、ネットワークケーブ
ル) を準備します。

• 異なるユーザーアカウントの使用方法を理解してください。
次の表に、Axisシステムのインストール、設定、操作に使用できるユーザーアカウントを示しま
す。

ユユーーザザーーアアカカウウンントト 説説明明 注注

MyAxis 最新のソフトウェアのダウンロー
ド、ライセンスシステムへのアクセ
ス、Axisセキュアリモートアクセ
ス、システムの健全性監視に使用。

my.axis.comから登録。

WWiinnddoowwss®®

Windows® 管理者 Windows® の管理者権限。AXIS
Camera Station Proの管理者として
使用しないことをお勧めします。

Windows® の初期設定中に作成
されます。

AXIS Camera Station
Proの管理者権限を持つ
Windows® ユーザー

AXIS Camera Station Proの管理者権
限が付与されたWindows® ユー
ザー。システムインテグレーターま
たはシステム管理者が設定またはト
ラブルシューティングに使用。

Windows® の設定で作成されま
す。

AXIS Camera Station
Proのオペレーターまた
は閲覧者権限を持つ
Windows® ユーザー

AXIS Camera Station Proのオペレー
ターまたは閲覧者権限が付与された
Windows® ユーザー。

Windows® の設定で作成されま
す。

ハハーードドウウェェアアのの管管理理

iDRAC iDRAC (Integrated Dell Remote
Access Controller) ツールへのアクセ
スに使用。

ユーザー名：root

パスワード:情報タグの背面に
印刷されています。

デデババイイスス

装置管理者 管理者がビデオ管理システムから、
またはデバイスのWebページからカ
メラにアクセスするために使用。

デバイスのWebページから、
またはデバイスをAXIS Camera
Station Proに追加したときに作
成されます。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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デバイスを構成する

Axisレコーダーの初期設定

Windows®の設定が完了すると、AXIS Recorder Toolboxが自動的に開き、初回設定のセットアップ
アシスタントの説明が表示されます。このセットアップアシスタントで、AXIS Recorder Toolbox
で装置を管理する前に、いくつかの基本的で必要な設定を行います。

1. [LLiigghhtt ((ラライイトト))] または [DDaarrkk ((ダダーークク))] テーマを選択し、[NNeexxtt]] ((次次へへ))] をクリックします
(ご使用の製品で選択できる場合)。

2. 必要に応じコンピューター名を変更し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
3. [DDaattee aanndd ttiimmee ((日日付付とと時時刻刻))] で以下の設定を行い、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。

– タイムゾーンを選択します。
– NTPサーバを設定するには、[NNTTPP sseerrvveerr ((NNTTPP ササーーババーー))] を選択し、NTPサーバー

のアドレスを入力します。
– 手動で設定するには、[MMaannuuaall ((手手動動))] を選択し、日付と時刻を選択します。

4. [NNeettwwoorrkk sseettttiinnggss ((ネネッットトワワーークク設設定定))] で以下の設定を行い、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックし
ます。
– [UUssee aauuttoommaattiicc IIPP sseettttiinnggss ((DDHHCCPP)) ((自自動動IIPP設設定定 ((DDHHCCPP)) をを使使用用すするる))] と [UUssee

aauuttoommaattiicc DDNNSS sseettttiinnggss ((自自動動DDNNSS設設定定をを使使用用すするる))] は、デフォルトでオンになっ
ています。

– デバイスがDHCPサーバーを使用してネットワークに接続されている場合は、割り当
てられたIPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイ、および優先DNSが自動的に
表示されます。

– デバイスがネットワークに接続されていないか、利用可能なDHCPサーバーがない場
合は、ネットワークの要件に応じて、IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェ
イ、および優先DNSを手動で入力します。

5. FFiinniisshh ((終終了了)) をクリックします。コンピューター名を変更した場合、AXIS Recorder
Toolboxからデバイスの再起動を求めるメッセージが表示されます。

AXIS Camera Station Proの設定

開始する前に、以下をご確認ください。

• インストール内容に応じてネットワークを設定します。ネットワーク設定を参照してくだ
さい。

• 必要な場合は、サーバーポートを設定します。サーバーポートの設定を参照してくださ
い。

• セキュリティ上の問題を考慮します。セキュリティに関する考慮事項を参照してくださ
い。

必要な設定を行ったら、AXIS Camera Station Proで作業を開始ができます。

1. ビデオ管理システムを起動する
2. デバイスの追加
3. 録画方法の設定, on page 8

4. ライブビデオを表示する, on page 8
5. 録画の表示, on page 8

6. ブックマークの追加, on page 8
7. 録画のエクスポート, on page 9
8. AXIS File Playerでの録画の再生と検証, on page 9

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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ビビデデオオ管管理理シシスステテムムをを起起動動すするる

AXIS Camera Station Proクライアントアイコンをダブルクリックすると、クライアントが起動しま
す。クライアントの初回起動時には、クライアントが同じコンピューターにインストールされた
AXIS Camera Station Proサーバーに自動的にログインしようとします。

複数のAXIS Camera Station Proサーバーに、異なる方法で接続できます。

デデババイイススのの追追加加

AXIS Camera Station Proを初めて起動すると、[Add devices (デバイスの追加)] のページが開きま
す。AXIS Camera Station Proがネットワークで接続済みのデバイスを検索し、見つかったデバイス
のリストを表示します。

1. 追加するカメラをリストから選択します。カメラが見つからない場合は、[MMaannuuaall sseeaarrcchh
((手手動動検検索索))] をクリックします。

2. [追追加加] をクリックします。
3. [ククイイッックク設設定定] または [SSiittee DDeessiiggnneerr設設定定] を選択します。[[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックしま

す。
4. デフォルト設定を使用し、録画方法が [NNoonnee ((ななしし))] に設定されていることを確認します。

[イインンスストトーールル] をクリックします。

録録画画方方法法のの設設定定

1. [[設設定定]] -- [[録録画画ととイイベベンントト]] -- [[録録画画方方法法]] を選択します。
2. カメラを選択します。
3. [MMoottiioonn ddeetteeccttiioonn ((動動体体検検知知))] または [CCoonnttiinnuuoouuss ((連連続続))] をオンにします。
4. [適適用用] をクリックします。

ラライイブブビビデデオオをを表表示示すするる

1. [LLiivvee vviieeww ((ラライイブブビビュューー))] タブを開きます。
2. ライブビデオを表示するカメラを選択します。

録録画画のの表表示示

1. [RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))] タブを開きます。
2. 録画を表示するカメラを選択します。

ブブッッククママーーククのの追追加加

1. 録画に移動します。
2. カメラのタイムラインで、ズームインとズームアウトを行い、マーカーが目的の位置に置

かれるようにタイムラインを動かします。

3. をクリックします。
4. ブックマークの名前と説明を入力します。説明にキーワードを使用すると、ブックマーク

を検索しやすく、内容が分かりやすくなります。
5. 録画をロックするには、[録録画画削削除除をを防防止止] を選択します。

注
ロックされた録画を削除することはできません。録画のロックを解除するには、このオプショ
ンをクリアするか、ブックマークを削除します。
6. [OOKK] をクリックして、ブックマークを保存します。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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録録画画ののエエククススポポーートト

1. [RReeccoorrddiinnggss ((録録画画))] タブを開きます。
2. 録画をエクスポートするカメラを選択します。

3. をクリックすると、選択マーカーが表示されます。
4. マーカーをドラッグして、エクスポートする録画を含めます。

5. をクリックして、[[EExxppoorrtt ((エエククススポポーートト))]] タブを開きます。
6. [EExxppoorrtt...... ((エエククススポポーートト......))] をクリックします。

AAXXIISS FFiillee PPllaayyeerrででのの録録画画のの再再生生とと検検証証

1. エクスポートした録画を含むフォルダーに移動します。
2. AXIS File Playerをダブルクリックします。

3. をクリックすると、録画のノートが表示されます。
4. デジタル署名を検証するには、次のようにします。

4.1. [TToooollss >> VVeerriiffyy ddiiggiittaall ssiiggnnaattuurree ((ツツーールル >> デデジジタタルル署署名名のの検検証証))] に移動します。

4.2. [VVaalliiddaattee wwiitthh ppaasssswwoorrdd ((パパススワワーードドでで検検証証))] を選択し、パスワードを入力しま
す。

4.3. [VVeerriiffyy ((検検証証))] をクリックします。検証結果ページが表示されます。

注
• デジタル署名は署名付きビデオとは異なります。署名付きビデオを使用すると、ビデオを

元のカメラに戻してトレースし、録画がいたずらされていないことを確認できます。詳細
については、署名付きビデオとカメラのユーザーマニュアルを参照してください。

• 保存されたファイルがAXIS Camera Stationデータベースと接続していない場合 (インデック
スされていないファイル) 、AXIS File Playerで再生できるように変換する必要があります。
ファイルの変換については、Axisテクニカルサポートにお問い合わせください。

ネネッットトワワーークク設設定定

AXIS Camera Station Proクライアント、AXIS Camera Station Proサーバー、接続されたネットワー
ク装置が異なるネットワークにある場合は、AXIS Camera Station Proを使用する前にプロキシーま
たはファイアウォールの設定が必要になる可能性があります。

ククラライイアアンントトののププロロキキシシ設設定定

プロキシーサーバーがクライアントとサーバーの間にある場合は、クライアントコンピューター
のWindowsでプロキシー設定を行う必要があります。詳細については、Axisサポートまでお問い合
わせください。

ササーーババーーののププロロキキシシ設設定定

プロキシーサーバーがネットワークデバイスとサーバーの間にある場合は、サーバー上の
Windowsでプロキシー設定を行う必要があります。詳細については、Axisサポートまでお問い合わ
せください。

NNAATTととフファァイイアアウウォォーールル

クライアントとサーバーがNATやファイアウォールなどで隔てられている場合は、NATやファイア
ウォールを設定して、AXIS Camera Station Service Controlで指定されているHTTPポート、TCP
ポート、ストリーミングポートがファイアウォールやNATを通過できるようにします。NATまたは
ファイアウォールの設定手順については、ネットワーク管理者に問い合わせてください。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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ササーーババーーポポーートトのの設設定定

AXIS Camera Station Proサーバーでは、ポート55752 (HTTP)、55754 (HTTP)、55756 (モバイル通
信)、および55757 (モバイルストリーミング) がサーバーとクライアントの間の通信に使用されま
す。必要な場合、これらのポートはAXIS Camera Station Service Controlで変更できます。

セセキキュュリリテティィにに関関すするる考考慮慮事事項項

カメラや録画に対する不正アクセスを防止するため、次のことに注意してください。

• すべてのネットワーク装置 (カメラ、ビデオエンコーダ、補助装置) で強力なパスワードを
使用します。

• AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Serverサーバー、カメラ、ビデオエンコー
ダ、補助装置をオフィスネットワークから分離された安全なネットワークにインストール
します。AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Serverクライアントは、インター
ネットアクセスのあるネットワークなど別のネットワーク上のコンピューターにインス
トールすることができます。

• すべてのユーザーが強力なパスワードを使用していることを確認してください。Windows®
Active Directoryは、高レベルのセキュリティを提供します。

システムをオンラインでライセンスする

自動ライセンスを使用するには、システムを登録し、組織に接続する必要があります。

1. [CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))] > [LLiicceennsseess ((ラライイセセンンスス))] > [MMaannaaggeemmeenntt ((管管理理))] に移動します。
2. [AAuuttoommaattiicc lliicceennssiinngg ((自自動動ラライイセセンンスス))] がオンになっていることを確認します。
3. [RReeggiisstteerr...... ((登登録録......))] をクリックします。
4. My Axisアカウントを使用してサインインし、画面の指示に従います。
5. [GGoo ttoo AAXXIISS LLiicceennssee MMaannaaggeerr ((AAXXIISS LLiicceennssee MMaannaaggeerrにに移移動動))] をクリックして、そこで

ライセンスを管理します。詳細については、help.axis.comのMy Systemsユーザーマニュア
ルをお読みください。

オフラインのシステムをライセンスする

システムを手動でライセンスするには:

1. [CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))] > [LLiicceennsseess ((ラライイセセンンスス))] > [MMaannaaggeemmeenntt ((管管理理))] に移動します。
2. [AAuuttoommaattiicc lliicceennssiinngg ((自自動動ラライイセセンンスス))] をオフにします。
3. [EExxppoorrtt ssyysstteemm ffiillee...... ((シシスステテムムフファァイイルルののエエククススポポーートト......))] をクリックし、コンピュー

ターにファイルを保存します。

注
AXIS License Managerにアクセスするには、インターネット接続が必要です。クライアントコ
ンピューターにインターネット接続がない場合は、インターネット接続のあるコンピューター
にシステムファイルをコピーします。
4. AXIS License Managerを開きます。
5. AXIS License Managerで:

5.1. 正しい組織を選択するか、まだ作成していない場合は作成します。詳細について
は、help.axis.comのMy Systemsユーザーマニュアルをお読みください。

5.2. [SSyysstteemm sseettuupp ((シシスステテムム設設定定))] に移動します。

5.3. [UUppllooaadd ssyysstteemm ffiillee ((シシスステテムムフファァイイルルををアアッッププロローードド))] をクリックします。

5.4. [UUppllooaadd ssyysstteemm ffiillee ((シシスステテムムフファァイイルルををアアッッププロローードド))] をクリックし、システム
ファイルを選択します。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server

https://help.axis.com/my-systems#manage-licenses
https://help.axis.com/my-systems#manage-licenses
https://lm.mysystems.axis.com
https://help.axis.com/my-systems#manage-licenses


11

5.5. [UUppllooaadd ssyysstteemm ffiillee ((シシスステテムムフファァイイルルををアアッッププロローードド))] をクリックします。

5.6. [DDoowwnnllooaadd lliicceennssee ffiillee ((ラライイセセンンススフファァイイルルののダダウウンンロローードド))] をクリックしま
す。

6. AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Serverクライアントに戻ります。
7. [IImmppoorrtt lliicceennssee ffiillee...... ((ラライイセセンンススフファァイイルルののイインンポポーートト......))] をクリックし、ライセンス

ファイルを選択します。
8. [GGoo ttoo AAXXIISS LLiicceennssee MMaannaaggeerr ((AAXXIISS LLiicceennssee MMaannaaggeerrにに移移動動))] をクリックして、そこで

ライセンスを管理します。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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ローカルWindows®ユーザーアカウントの管理

ユーザーアカウントの作成

個人データと情報のセキュリティを強化するために、ローカルアカウントごとにパスワードを追
加することをお勧めします。

重要
ローカルアカウントのパスワードを作成したら、そのパスワードを忘れないでください。ロー
カルアカウントのパスワードを紛失したパスワードを回復する方法はありません。
1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[AAccccoouunnttss ((アアカカウウンントト))]] >> [[OOtthheerr uusseerrss ((そそのの他他ののユユーーザザーー))]] >> [[AAdddd

ootthheerr uusseerr ((そそのの他他ののユユーーザザーーをを追追加加))] の順に移動し、[[AAdddd aaccccoouunntt ((アアカカウウンントトをを追追
加加))]] をクリックします。

2. [II ddoonn''tt hhaavvee tthhiiss ppeerrssoonn''ss ssiiggnn--iinn iinnffoorrmmaattiioonn ((ここののユユーーザザーーののササイインンイインン情情報報をを持持っっ
てていいなないい))] をクリックします。

3. [[AAdddd aa uusseerr wwiitthhoouutt aa MMiiccrroossoofftt aaccccoouunntt ((MMiiccrroossooffttアアカカウウンントトをを持持たたなないいユユーーザザーーをを
追追加加すするる))] をクリックします。

4. ユーザー名、パスワード、およびパスワードのヒントを入力します。
5. [NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックし、指示に従います。

管理者アカウントを作成する

1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[AAccccoouunnttss ((アアカカウウンントト))]] >> [[OOtthheerr ppeeooppllee ((そそのの他他ののユユーーザザーー))]] に移
動します。

2. 変更するアカウントに移動し、[CChhaannggee aaccccoouunntt ttyyppee ((アアカカウウンントトのの種種類類のの変変更更))] をク
リックします。

3. [AAccccoouunntt ttyyppee ((アアカカウウンントトのの種種類類))]に移動し、[AAddmmiinniissttrraattoorr ((管管理理者者))] を選択します。
4. [OOKK] をクリックします。
5. デバイスを再起動し、新しい管理者アカウントでログインします。

ローカルユーザーグループを作成する

1. [CCoommppuutteerr MMaannaaggeemmeenntt ((ココンンピピュューータターー管管理理))] に移動します。

2. [LLooccaall UUsseerrss aanndd GGrroouuppss ((ロローーカカルルユユーーザザーーととググルルーーププ))]]>> [[GGrroouupp ((ググルルーーププ))]] の順に移
動します。

3. [GGrroouupp ((ググルルーーププ))] を右クリックし、[NNeeww GGrroouupp ((新新ししいいググルルーーププ))] を選択します。
4. グループ名と説明を入力します。
5. グループ メンバーの追加:

5.1. [追追加加] をクリックします。
5.2. 詳詳細細設設定定] をクリックします。
5.3. グループに追加するユーザー アカウントを見つけて、[OOKK] をクリックします。
5.4. もう一度 [OOKK] をクリックします。

6. [CCrreeaattee ((作作成成))] をクリックします。

ユーザーアカウントを削除します。

重要
アカウントを削除すると、ログイン画面からユーザーアカウントが削除されます。また、ユー
ザーアカウントに保存されているすべてのファイル、設定、およびプログラムデータも削除し
ます。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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1. [SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[AAccccoouunnttss ((アアカカウウンントト))]] >> [[OOtthheerr ppeeooppllee ((そそのの他他ののユユーーザザーー))]] に移
動します。

2. 削除するアカウントに移動し、[RReemmoovvee ((削削除除))] をクリックします。

ユーザーアカウントのパスワードを変更する

1. 管理者アカウントでログインします。
2. [UUsseerr AAccccoouunnttss ((ユユーーザザーーアアカカウウンントト))]] >> [[UUsseerr AAccccoouunnttss ((ユユーーザザーーアアカカウウンントト))]] >>

[[MMaannaaggee aannootthheerr aaccccoouunntt iinn sseeqquueennccee ((別別ののアアカカウウンントトをを順順番番にに管管理理すするる))]]の順に移動
します。
デバイス上のすべてのユーザーアカウントの一覧が表示されます。

3. パスワードを変更するユーザーアカウントを選択します。
4. [CChhaannggee tthhee ppaasssswwoorrdd ((パパススワワーードドのの変変更更))] をクリックします。
5. 新しいパスワードを入力し、[CChhaannggee ppaasssswwoorrdd ((パパススワワーードドのの変変更更))] をクリックします。

ユーザーアカウントのパスワードリセットディスクを作成する

USBフラッシュドライブにパスワードリセットディスクを作成することをお勧めします。このディ
スクを使用して、パスワードをリセットできます。パスワードリセットディスクがないと、パス
ワードをリセットできません。

注
Windows® 10以降を使用している場合は、パスワードを忘れたときのために、ローカルアカウ
ントにセキュリティの質問を追加できるため、パスワードリセットディスクを作成する必要は
ありません。これを行うには、[SSttaarrtt ((ススタターートト))]ボタンをクリックし、[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >>
[[SSiiggnn--iinn ooppttiioonnss ((ササイインンイインンオオププシショョンン))]] >> [[UUppddaattee yyoouurr sseeccuurriittyy qquueessttiioonnss ((セセキキュュリリ
テティィにに関関すするる質質問問のの更更新新))] の順にクリックします。
1. ローカルユーザーアカウントを使用してデバイスにログインします。接続されているアカ

ウントのパスワードリセットディスクを作成することはできません。
2. 空のUSBフラッシュドライブを装置に接続します。
3. [Windows® 検索フィールドから、[CCrreeaattee aa ppaasssswwoorrdd rreesseett ddiisskk ((パパススワワーードド リリセセッットト

デディィススククのの作作成成))」に進みます。
4. パパススワワーードドデディィススククのの作作成成ウウィィザザーードドで、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
5. USBフラッシュドライブを選択しし、[Next (次へ)] をクリックします。
6. 現在のパスワードを入力し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
7. 画面の指示に従います。
8. USBフラッシュドライブを取り外し、安全な場所に保管してください。パスワードを何度変

更しても、新しいディスクを作成する必要はありません。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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AXIS Camera Station Proのユーザーアカウントの管理

ユーザー権限

[[CCoonnffiigguurraattiioonn ((設設定定))]] >> [[SSeeccuurriittyy ((セセキキュュリリテティィ))]] >> [[UUsseerr ppeerrmmiissssiioonnss ((ユユーーザザーー権権限限))]] に移動
して、AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Serverに存在するユーザーとグループを表示し
ます。

注
AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Serverサーバーを実行しているコンピューターの
管理者は、自動的に AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Serverの管理者権限が付与さ
れます。管理者グループの権限を変更したり、削除したりすることはできません。

ユーザーまたはグループを追加する前に、ユーザーまたはグループをローカルコンピューターに
登録するか、Windows® Active Directoryユーザーアカウントがあることを確認します。ユーザーま
たはグループを追加するには、「 ユーザーまたはグループの追加」を参照してください。

グループの一員であるユーザーには、個人またはグループに割り当てられる最上位の権限が与え
られます。ユーザーは個人としてアクセス権と共にグループの一員としての権限も与えられま
す。たとえば、あるユーザーがユーザー個人の権限としてカメラXへのアクセス権を与えられてい
るとします。このユーザーは、カメラYおよびZへのアクセス権を持つグループのメンバーでもあ
ります。したがって、ユーザーはカメラX、Y、Zへのアクセス権を持ちます。

エントリが1人のユーザーであることを示します。

エントリがグループであることを示します。

名名称称 ローカルコンピューターまたはActive Directoryに表示されるユー
ザー名。

ドドメメイインン ユーザーまたはグループが属するドメイン。

役役割割 ユーザーまたはグループに与えられているアクセス権。

表示される値:管理者、オペレーター、閲覧者。

詳詳細細 ローカルコンピューターまたはActive Directoryに表示されるユー
ザーの詳細情報。

ササーーババーー ユーザーまたはグループが属するサーバー。

ユーザーまたはグループの追加

Microsoft Windows® とActive Directoryのユーザーとグループは AXIS Camera Station S1232 Tower
Recording Serverにアクセスできます。ユーザーを AXIS Camera Station S1232 Tower Recording
Serverに追加するには、ユーザーまたはグループをWindows® に追加する必要があります。

Windows® 10および11でユーザーを追加するには：

• Windowsキー + X を押し、 [CCoommppuutteerr MMaannaaggeemmeenntt ((ココンンピピュューータターーのの管管理理))] を選択し
ます。

• [CCoommppuutteerr MMaannaaggeemmeenntt ((ココンンピピュューータターーのの管管理理))] ウィンドウで、 [LLooccaall UUsseerrss aanndd
GGrroouuppss ((ロローーカカルルユユーーザザーーととググルルーーププ))] > [UUsseerrss ((ユユーーザザーー))]の順に移動します。

• [UUsseerrss ((ユユーーザザーー))] を右クリックし、 [NNeeww uusseerr ((新新ししいいユユーーザザーー))] を選択します。
• ポップアップダイアログで、新規ユーザーの詳細を入力し、[UUsseerr mmuusstt cchhaannggee ppaasssswwoorrdd

aatt nneexxtt llooggiinn ((ユユーーザザーーがが次次回回ロロググオオンン時時ににパパススワワーードドをを変変更更すするる必必要要ががあありりまますす))] の
チェックを外します。

• [CCrreeaattee ((作作成成))] をクリックします。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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Active Directoryドメインをご使用の場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

ユユーーザザーーままたたははググルルーーププのの追追加加

1. [CCoonnffiigguurraattiioonn >> SSeeccuurriittyy >> UUsseerr ppeerrmmiissssiioonnss ((設設定定 >> セセキキュュリリテティィ >> ユユーーザザーー権権限限))]
に移動します。

2. [追追加加] をクリックします。
使用可能なユーザーとグループがリストに表示されます。

3. [SSccooppee ((対対象象))] で、ユーザーとグループを検索する場所を選択します。
4. [SShhooww ((表表示示))] で、ユーザーまたはグループを表示するかどうかを選択します。

ユーザーまたはグループが多すぎる場合、検索結果は表示されません。フィルター機能を
使用します。

5. ユーザーまたはグループを選択し、[追追加加] をクリックします。

対象

ササーーババーー ローカルコンピューター上のユーザーまたはグ
ループを検索する場合に選択します。

ドドメメイインン Active Directoryのユーザーまたはグループを
検索する場合に選択します。

選選択択ししたたササーーババーー 複数の AXIS Camera Station S1232 Tower
Recording Serverサーバーに接続している場合
は、[SSeelleecctteedd sseerrvveerr ((選選択択ししたたササーーババーー))] ド
ロップダウンメニューからサーバーを選択しま
す。

ユユーーザザーーままたたははググルルーーププのの設設定定

1. リストからユーザーまたはグループを選択します。
2. [RRoollee ((権権限限))] で、[AAddmmiinniissttrraattoorr ((管管理理者者))]、[OOppeerraattoorr ((オオペペレレーータターー))]、または [VViieewweerr

((閲閲覧覧者者))] を選択します。
3. [OOppeerraattoorr ((オオペペレレーータターー))] または [VViieewweerr ((閲閲覧覧者者))] を選択した場合は、ユーザーまたはグ

ループの権限を設定することができます。ユーザーまたはグループの権限を参照してくだ
さい。

4. SSaavvee ((保保存存)) をクリックします。
ユユーーザザーーままたたははググルルーーププのの削削除除

1. ユーザーまたはグループを選択します。
2. [[削削除除]] をクリックします。
3. ポップアップダイアログで [OOKK] をクリックするとユーザーまたはグループが削除されま

す。

ユーザーまたはグループの権限

ユーザーまたはグループに与えられる権限は3種類です。ユーザーまたはグループの権限の定義方
法については、ユーザーまたはグループの追加を参照してください。

管管理理者者 -- すべてのカメラのビューのライブおよび録画ビデオへのアクセス、すべてのI/Oポートへ
のアクセスなど、システム全体へのフルアクセス。システム設定を行うユーザーは、この権限が
必要になります。

オオペペレレーータターー -- カメラ、ビュー、I/Oポートを選択して、ライブおよび録画ビデオにアクセスしま
す。オペレーターは AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Serverのすべての機能 (システム
の設定を除く) へのフルアクセスが許可されます。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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ビビュューーワワーー -- 選択したカメラ、I/Oポート、ビューのライブビデオにアクセスします。録画ビデオ
へのアクセスやシステムの設定を行うことはできません。

カカメメララ

[OOppeerraattoorr ((オオペペレレーータターー))] または [VViieewweerr ((閲閲覧覧者者))] の権限を持つユーザーまたはグループは、次
のアクセス権を利用できます。

アアククセセスス カメラおよびすべてのカメラ機能へのアクセス
を許可します。

ビビデデオオ このカメラからのライブ映像へのアクセスを許
可します。

音音声声をを聞聞くく カメラから受話するアクセスを許可します。

音音声声送送話話 カメラに送話するアクセスを許可します。

MMaannuuaall RReeccoorrddiinngg ((手手動動録録画画)) 録画の手動による開始および停止を許可しま
す。

MMeecchhaanniiccaall PPTTZZ ((メメカカニニカカルルPPTTZZ)) メカニカルPTZコントロールへのアクセスを許
可します。メカニカルPTZを搭載したカメラで
のみ使用できます。

PPTTZZ優優先先度度 PTZ優先度を設定します。数値が小さいほど、
優先度が高いことを意味します。優先度を割り
当てない場合は [0] に設定されます。優先度が
最も高いのは管理者です。優先度の高い権限を
持つユーザーがPTZカメラを操作する場合、デ
フォルトでは、他のユーザーは同じカメラを
10秒間操作することができません。メカニカ
ルPTZを搭載したカメラで、[MMeecchhaanniiccaall PPTTZZ
((メメカカニニカカルルPPTTZZ))] が選択されているときにの
み使用できます。

ビビュューー

[OOppeerraattoorr ((オオペペレレーータターー))] または [VViieewweerr ((閲閲覧覧者者))] の権限を持つユーザーまたはグループは、次
のアクセス権を利用できます。複数のビューを選択し、アクセス権を設定することができます。

アアククセセスス AXIS Camera Station S1232 Tower Recording
Serverのビューへのアクセスを許可します。

編編集集 AXIS Camera Station S1232 Tower Recording
Serverのビューの編集を許可します。

II//OO

[OOppeerraattoorr ((オオペペレレーータターー))] または [VViieewweerr ((閲閲覧覧者者))] の権限を持つユーザーまたはグループは、次
のアクセス権を利用できます。

アアククセセスス I/Oポートへのフルアクセス権を許可します。

読読むむ I/Oポートのステータスの表示を許可します。
ユーザーはポートの状態を変更できません。

WWrriittee ((書書きき込込みみ)) I/Oポートのステータスの変更を許可します。

シシスステテムム

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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リスト内でグレー表示されている権限は設定できません。チェックマークは、そのユーザーまた
はグループがこの権限を持っていることを意味します。

[OOppeerraattoorr ((オオペペレレーータターー))] 権限を持つユーザーまたはグループは次のアクセス権を利用できま
す。[TTaakkee ssnnaappsshhoottss ((ススナナッッププシショョッットトをを撮撮るる))] は [VViieewweerr ((閲閲覧覧者者))] 権限でも利用できます。

ススナナッッププシショョッットトをを撮撮るる ライブビューおよび録画モードでスナップ
ショットを取得できるようにします。

録録画画ののエエククススポポーートト 録画のエクスポートを許可します。

事事故故レレポポーートトのの生生成成 事故レポートの生成を許可します。

PPrreevveenntt aacccceessss ttoo rreeccoorrddiinnggss oollddeerr tthhaann ((ここ
れれよよりり古古いい録録画画へへののアアククセセススをを防防止止))

指定した分数よりも古い録画へのアクセスを防
止します。ユーザーはこれらの録画を検索して
も見つけることができません。

アアララーームム、、タタススクク、、ロロググへへののアアククセセスス アラーム通知を受け取り、[AAllaarrmmss aanndd ttaasskkss
((アアララーームムととタタススクク))] バーと [LLooggss ((ロロググ))] タブ
へのアクセスを許可します。

AAcccceessss ddaattaa sseeaarrcchh ((デデーータタ検検索索へへののアアククセセ
スス))

イベント発生時の状況を追跡するためのデータ
検索を許可します。

イイベベンントトににカカテテゴゴリリーーをを追追加加すするる 録録画画 タブでイベントにカテゴリを追加できる
ようにします。

イイベベンントトかかららカカテテゴゴリリーーをを削削除除すするる 録録画画タブでイベントからカテゴリを削除でき
るようにします。

アアククセセススココンントトロローールル

[OOppeerraattoorr ((オオペペレレーータターー))] 権限を持つユーザーまたはグループは次のアクセス権を利用できま
す。[AAcccceessss MMaannaaggeemmeenntt ((アアククセセスス管管理理))] は [VViieewweerr ((閲閲覧覧者者))] 権限でも利用できます。

アアククセセススココンントトロローールルのの設設定定 ドアとゾーン、識別プロファイル、カード
フォーマットとPIN、暗号化通信、マルチサー
バーの設定を許可します。

アアククセセスス管管理理 アクセス管理およびActive Directory設定への
アクセスを許可します。

VViieewweerr ((閲閲覧覧者者)) のロールを持つユーザーまたはグループは、次のアクセス権を利用できます。

シシスステテムムののヘヘルルススモモニニタタリリンンググ

[OOppeerraattoorr ((オオペペレレーータターー))] 権限を持つユーザーまたはグループは次のアクセス権を利用できま
す。[>>シシスステテムムのの健健全全性性監監視視へへののアアククセセスス] は [VViieewweerr ((閲閲覧覧者者))] 権限でも利用できます。

シシスステテムムのの健健全全性性監監視視のの設設定定 システムの健全性監視システムの設定を許可し
ます。

シシスステテムムのの健健全全性性監監視視へへののアアククセセスス システムの健全性監視システムへのアクセスを
許可します。
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デバイスを管理する

Windows®を更新します

Windows®は定期的に更新プログラムをチェックします。更新プログラムが利用可能になると、デ
バイスは自動的に更新プログラムをダウンロードしますが、インストールは手動で行う必要があ
ります。

注
スケジュールされたシステムの再起動中に録画が中断されます。

更新プログラムを手動で確認するには、次の手順を実行します。

1. [[SSeettttiinnggss ((設設定定))]] >> [[WWiinnddoowwss UUppddaattee ((WWiinnddoowwss更更新新ププロロググララムム))]] に移動します。
2. [CChheecckk ffoorr uuppddaatteess ((ククリリッッククししてて更更新新))] をクリックします。

Windows®の更新プログラムの設定を構成する

必要に応じて、Windows®の更新プログラムを実行する方法とタイミングを変更できます。

注
スケジュールされたシステムの再起動中に、進行中のすべての録画が停止します。
1. 実行アプリを開きます。

– [WWiinnddoowwss SSyysstteemm ((WWiinnddoowwssシシスステテムム))]]>> [[RRuunn ((実実行行))] に移動するか、

2. 「gpedit.msc」と入力して、[[OOKK]] をクリックします。Local Group Policy Editor (ローカ
ルグループポリシーエディター) が開きます。

3. [CCoommppuutteerr CCoonnffiigguurraattiioonn ((ココンンピピュューータターーのの構構成成))]] >> [[AAddmmiinniissttrraattiivvee TTeemmppllaatteess ((管管理理
用用テテンンププレレーートト))]]>> [[WWiinnddoowwss CCoommppoonneennttss ((WWiinnddoowwssココンンポポーーネネンントト))]] >> [[WWiinnddoowwss
UUppddaattee ((WWiinnddoowwss更更新新ププロロググララムム))] の順に移動します。

4. 必要に応じて設定を構成します (例を参照)。
例:
ユーザーの操作なしで更新プログラムを自動的にダウンロードしてインストールし、必要に応じ
て営業時間外に装置を再起動するには、次の設定を使用します。

1. [AAllwwaayyss aauuttoommaattiiccaallllyy rreessttaarrtt aatt tthhee sscchheedduulleedd ttiimmee ((常常ににススケケジジュューールルさされれたた時時刻刻にに自自
動動的的にに再再起起動動すするる))] を開き、次のいずれかを選択します。
1.1. オオンン
1.2. 再再起起動動タタイイママーーにによよりり、、ユユーーザザーーににはは作作業業をを保保存存すするる1155分分間間のの時時間間的的猶猶予予ががあありり

まますす。。
1.3. [OOKK] をクリックします。

2. [CCoonnffiigguurree AAuuttoommaattiicc UUppddaatteess ((自自動動更更新新のの構構成成))] を開き、次の項目を選択します。
2.1. オオンン
2.2. CCoonnffiigguurree AAuuttoommaattiicc uuppddaatteess ((自自動動更更新新をを構構成成すするる)):自動ダウンロードとインス

トールのスケジュール設定
2.3. SScchheedduullee IInnssttaallll ddaayy ((イインンスストトーールル日日ののススケケジジュューールル)):毎週日曜日

2.4. SScchheedduullee IInnssttaallll ttiimmee ((イインンスストトーールル時時刻刻ののススケケジジュューールル))：00:00
2.5. [OOKK] をクリックします。

3. [AAllllooww AAuuttoommaattiicc UUppddaatteess iimmmmeeddiiaattee iinnssttaallllaattiioonn ((自自動動更更新新をを直直ちちににイインンスストトーールルすす
るる))] を開き、次を選択します。
3.1. オオンン
3.2. [OOKK] をクリックします。
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RAIDの変更

注注意意
RAIDを変更すると、ディスクからすべてのデータが削除されます。
1. Lifecycle Controllerを起動します:

1.1. デバイスの電源を入れます。
1.2. AXISスプラッシュ画面が表示されたら、F10キーを押します。

2. Lifecycle Controllerで、[HHaarrddwwaarree CCoonnffiigguurraattiioonn >> CCoonnffiigguurraattiioonn WWiizzaarrddss ((ハハーードドウウェェ
アア設設定定 >> 設設定定ウウィィザザーードド))] に移動し、[RRAAIIDD CCoonnffiigguurraattiioonn ((RRAAIIDD設設定定))] を選択します。

3. RAIDを作成する [RRAAIIDD CCoonnttrroolllleerr ((RRAAIIDDココンントトロローーララーー))] を選択します。選択したコント
ローラーで使用可能な仮想ディスクの詳細が、コントローラーリストの下のページに表示
される表に示されます。サーバーに使用可能な外部HDDまたは初期化されていないHDDが
ある場合、[Foreign Configuration (外部構成)] が表示されます。

注
• [Clear foreign configuration (外部構成をクリア)] を選択すると、選択したRAIDコントロー

ラーで使用可能なすべての外部HDDがクリアされます。
• [Ignore foreign Configuration (外部構成を無視)] を選択すると、RAIDの作成時にRAIDコント

ローラーで使用可能な外部HDDが無視されます。
4. 外部HDDと初期化されていないHDDをクリアまたは無視します。

必要な場合は、初期化されていないディスクを初期化できます:
4.1. すべてのRAID構成ではない (初期化されていない) HDDのリストで、RAID構成可能に

変換する (初期化する) HDDを選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックして初期化します。
4.2. 設定ウィザード：RAID設定ページで対応するオプションを選択します。

5. RAIDレベルを選択します。
6. 表から物理ディスクを選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。

[IIggnnoorree ffoorreeiiggnn ccoonnffiigguurraattiioonn ((外外部部構構成成をを無無視視))] を選択している場合、外部HDDは表に
表示されません。

7. 仮想ディスクの属性を入力します。
8. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
9. 設定を確認し、[完完了了] をクリックします。
10. Lifecycle Controllerにより、コントローラーで使用可能な仮想ディスクに関する現在のすべ

てのデータが失われることを示すメッセージが表示されます。[OOKK] をクリックして続行し
ます。

11. [OOKK] をクリックし、[FFiinniisshh ((完完了了))] をクリックします。
12. ウィザードを終了し、システムを再起動します。

ハードドライブの追加

ストレージの要件が合わないことがあります。保存データの保持期間の延長や高解像度録画の保
存は、いずれも追加のストレージ導入が必要になることが多くあります。このセクションでは、
さらに多くのハードドライブでAXIS S12シリーズを拡張する方法と、それらをRAID 5構成に追加す
る方法について説明します。

注
特定のAXIS S12シリーズにストレージを追加する際は、以下の手順に従います。これらの手順
は無保証の状態で提供され、Axis Communications ABは手順に従っている間のデータの損失や
構成の間違いについて一切の責任を負いません。標準的な対策を講じて、ビジネス上重要な
データをバックアップしてください。次のストレージ拡張手順は、Axisの技術サポートでは対
応していません。
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注
静電放電を避けるために、システム内部のコンポーネントを操作するときは、常に静電マット
と静電ストラップを使用することをお勧めします。

保保証証

保証の詳細については、www.axis.com/support/warrantyを参照してください。

ワワーーククフフロローー

1. ホットスワップハードドライブを取り付ける, on page 20
1.1. ベゼルを取り外す, on page 20

1.2. ハードディスクブランクを取り外す , on page 20

1.3. ハードドライブを取り付ける, on page 20
2. 新しいRAIDアレイの作成, on page 21

2.1. Dell PERC 11設定ユーティリティの起動, on page 21
2.2. RAIDストレージアレイの作成, on page 21
2.3. RAIDストレージアレイの再設定, on page 21

3.

ホホッットトススワワッッププハハーードドドドラライイブブをを取取りり付付けけるる

ベベゼゼルルをを取取りり外外すす

1. ベゼルキーを見つけます。
2. キーを使用してベゼルのロックを解除します。
3. リリースラッチを上にスライドさせ、ベゼルの左端を引き出します。
4. 右端のフックを外し、ベゼルを取り外します。

ハハーードドデディィススククブブラランンククをを取取りり外外すす

• ハードディスクブランクのリリースボタンを押し、ブランクをハードドライブスロットか
らスライドさせます。

ハハーードドドドラライイブブをを取取りり付付けけるる

注注意意
• AXIS S12シリーズでの使用がテストおよび承認されたハードドライブのみを使用してくだ

さい。
• ハードドライブを取り付けるときは、隣接するドライブが完全に取り付けられていること

を確認します。ハードドライブキャリアを挿入し、部分的に取り付けたキャリアの横にハ
ンドルをロックしようとすると、部分的に取り付けたキャリアのシールドスプリングが損
傷し、使用できなくなることがあります。

• 同じRAIDボリューム内でSASとSATAのハードドライブを組み合わせることはサポートされ
ていません。

1. ハードドライブスロットにハードドライブブランクが取り付けられている場合は、それを
取り外します。

2. ハードドライブをハードドライブキャリアに取り付けます。
3. ハードドライブキャリアの前面にあるリリースボタンを押し、ハードドライブキャリアの

ハンドルを開きます。
4. ハードドライブキャリアがバックプレーンと接続されるまで、キャリアをハードドライブ

スロットに挿入します。
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5. ハードドライブキャリアのハンドルを閉じて、ハードドライブを所定の位置にロックしま
す。

新新ししいいRRAAIIDDアアレレイイのの作作成成

Human Interface Infrastructure（HII）構成ユーティリティは、システムBIOSに統合されたストレー
ジ管理アプリケーションです。コントローラー、仮想ディスク、および物理ディスクの設定と管
理に使用されます。このユーティリティは、オペレーティングシステムから独立しています。

DDeellll PPEERRCC 1111設設定定ユユーーテティィリリテティィのの起起動動

1. システムの電源を入れます。
2. システムの起動中に、F2キーを押してシステムセットアップに入ります。
3. [DDeevviiccee SSeettttiinnggss ((デデババイイススのの設設定定))] をクリックして、システム内にあるすべてのRAIDコン

トローラーを表示します。

RRAAIIDDスストトレレーージジアアレレイイのの作作成成

1. Dell PERC 11設定ユーティリティの起動, on page 21.
2. [MMaaiinn MMeennuu >> CCoonnffiigguurraattiioonn MMaannaaggeemmeenntt >> CCrreeaattee VViirrttuuaall DDiisskk ((メメイインンメメニニュューー >> 構構

成成管管理理 >> 仮仮想想デディィススククのの作作成成))] をクリックし、以下の仮想ディスクパラメーターを定義し
ます。
– SSeelleecctt RRAAIIDD LLeevveell ((RRAAIIDDレレベベルルのの選選択択)):RAIDレベルを選択します。
– SSeelleecctt PPhhyyssiiccaall DDiisskkss ((物物理理デディィススククのの選選択択)):仮想ディスクの作成元の物理ディスク

を選択します。このオプションは、物理ディスク容量として [UUnnccoonnffiigguurreedd
CCaappaacciittyy ((未未設設定定容容量量))] を選択した場合に表示されます。

– CCoonnffiigguurree VViirrttuuaall DDiisskk ((仮仮想想デディィススククのの設設定定)):以下の仮想ディスクパラメーターを
設定します。
– VViirrttuuaall DDiisskk NNaammee ((仮仮想想デディィススクク名名)):仮想ディスクの名前を入力します。

使用できる文字は、A～Z、a～z、0～9、アンダースコア (_)、およびハイフ
ン (-) のみです。

– VViirrttuuaall DDiisskk SSiizzee ((仮仮想想デディィススククののササイイズズ)):仮想ディスクの容量を設定しま
す。

3. [CCrreeaattee VViirrttuuaall DDiisskk ((仮仮想想デディィススククのの作作成成))] をクリックします。

注注意意
変更できるパラメーターは他にもあります。ただし、Axis Communications ABは、これらのパ
ラメーターの変更時に起こる可能性がある設定の間違いについて一切の責任を負いません。パ
ラメーターを変更する際は、常に注意してください。

RRAAIIDDスストトレレーージジアアレレイイのの再再設設定定

オンラインの仮想ディスクは、その容量を拡張してRAIDレベルを変更する方法で再設定できま
す。

注注意意
• RAID 50や60などのスパン仮想ディスクは再設定できません。
• 通常、仮想ディスクを再設定すると、再設定操作が完了するまでディスクのパフォーマン

スに影響を与えます。完了時間は最大数日までで、大きなばらつきがあります。メンテナ
ンス期間中に操作を行うことを強くお勧めします。

• 操作を開始する前に、常にデータの検証済みバックアップを作成してください。
1. Dell PERC 11設定ユーティリティの起動, on page 21.
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2. [MMaaiinn MMeennuu >> VViirrttuuaall DDiisskk MMaannaaggeemmeenntt ((メメイインンメメニニュューー >> 仮仮想想デディィススククのの管管理理))] をク
リックします。RAIDコントローラーに関連付けられたすべての仮想ディスクが表示されま
す。

3. プロパティを表示するには、仮想ディスクをクリックします。
4. [OOppeerraattiioonnss ((操操作作))] ドロップダウンリストで、[RReeccoonnffiigguurree VViirrttuuaall DDiisskkss ((仮仮想想デディィススクク

のの再再設設定定))] を選択し、[GGOO] を押します。
5. [RRAAIIDD LLeevveell ((RRAAIIDDレレベベルル))] を選択し、[CChhoooossee tthhee OOppeerraattiioonn ((操操作作をを選選択択すするる))] を押し

ます。
6. 仮想ディスクに追加するディスクを選択し、[AAppppllyy CChhaannggeess ((変変更更をを適適用用すするる))] を押しま

す。
7. 操作を確認し、[YYEESS ((ははいい))] をクリックします。
8. [SSttaarrtt OOppeerraattiioonn ((操操作作をを開開始始すするる))] をクリックします。
9. [OOKK] をクリックします。

[Virtual Disk Management (仮想ディスクの管理)] ページに、変更した仮想ディスクの再構成の状態
が表示されます。

システムの再構成が開始された後、処理が完了するまで、システムをDell PERC 11設定ユーティリ
ティに残すことも、システムをオペレーティングシステムに再起動することもできます。

システムをオペレーティングシステムに再起動すると、再構築が完了するまで、システムのパ
フォーマンスに影響があります。

また、再構築が完了するまで、Windows®でディスクを拡張することはできません。

注注意意
再構築時間はシステムによって異なり、最大数日かかることがあります。

MMiiccrroossoofftt WWiinnddoowwss®®のの設設定定

新しいボリュームを設定するには:

1. [Start (スタート)] メニューを右クリックし、[DDiisskk MMaannaaggeemmeenntt]] ((デディィススククのの管管理理))] を選
択します。

2. ハードディスク上の割り当てられていない領域を右クリックし、[NNeeww SSiimmppllee VVoolluummee ((新新
ししいいシシンンププルルボボリリュューームム))] を選択します。

3. [NNeeww SSiimmppllee VVoolluummee WWiizzaarrdd ((新新ししいいシシンンププルルボボリリュューームムウウィィザザーードド))] で [NNeexxtt ((次次へへ))]
をクリックします。

4. 作成するボリュームのサイズをメガバイト (MB) 単位で入力するか、デフォルトの最大サイ
ズのままで、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。

5. パーティションを識別するドライブ文字をデフォルトのままにするか、別のドライブ文字
を選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。

6. [Format Partition (パーティションのフォーマット)] ダイアログで、次の操作を行います。
– すぐにボリュームをフォーマットしない場合は、[DDoo nnoott ffoorrmmaatt tthhiiss vvoolluummee ((ここのの

ボボリリュューームムををフフォォーーママッットトししなないい))] を選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
– デフォルト設定でボリュームをフォーマットするには、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックし

ます。
7. 選択した項目を確認し、[FFiinniisshh ((完完了了))] をクリックします。

[Disk Management (ディスクの管理)] に新しいボリュームが表示されます。[Disk
Management (ディスクの管理)] を閉じると、システムは新しいボリュームを使用する準備
ができています。

既存のボリュームを設定するには:
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1. [Start (スタート)] メニューを右クリックし、[DDiisskk MMaannaaggeemmeenntt]] ((デディィススククのの管管理理))] を選
択します。

2. ボリュームを右クリックし、[EExxtteenndd VVoolluummee ((ボボリリュューームムのの拡拡張張))] を選択します。
3. [EExxtteenndd VVoolluummee WWiizzaarrdd ((ボボリリュューームムのの拡拡張張ウウィィザザーードド))] で、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックし

ます。
4. 未使用の領域があるディスクを選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。通常、デフォル

トでこのディスクが選択されています。
5. 選択した項目を確認し、[FFiinniisshh ((完完了了))] をクリックします。

[Disk Management (ディスクの管理)] に拡張されたボリュームが表示されます。[Disk
Management (ディスクの管理)] を閉じると、システムは新しいボリュームを使用する準備
ができています。

iDRACの設定

Integrated Dell Remote Access Controller 9 (iDRAC9) with Lifecycle Controllerは、システム管理者
の生産性を高め、Dellシステムの全体的な可用性を向上させる目的で設計されています。iDRAC
は、システムの問題を管理者に警告し、リモート システム管理の実行を支援し、システムへの物
理的なアクセスの必要性を軽減します。iDRACと相互に通信できるように、ネットワークインフラ
ストラクチャーを基にして初期ネットワークを設定する必要があります。

1. パワーオンセルフテスト (POST) 実行時に、F10キーを押します。

注
Lifecycle Controllerの初期設定ウィザードが初回のみ表示されます。初期設定ウィザードを使用
して、言語とキーボードの選択、ネットワーク設定の構成、iDRAC ネットワーク設定、認証情
報設定、および設定の概要の表示を行います。後で設定を変更するには、Lifecycle Controller
ホームページから [SSeettttiinnggss ((設設定定))] を選択します。
2. 言語とキーボードを設定し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
3. 製品の概要を確認し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
4. Lifecycle Controllerのネットワーク設定の設定:

4.1. [NNIICC CCaarrdd ((NNIICCカカーードド))] ドロップダウンリストから、設定するNICポートを選択しま
す。

4.2. [IIPPVV44 NNeettwwoorrkk SSeettttiinnggss >> IIPP AAddddrreessss SSoouurrccee ((IIPPVV44ネネッットトワワーークク設設定定 >> IIPPアアドドレレ
ススソソーースス))] ドロップダウンリストから、以下のいずれかのオプションを選択しま
す。
– DDHHCCPPは、DHCPサーバーからのIPアドレスを使用してNICを設定する必要が

あることを示します。DHCPはデフォルトのオプションで、DHCP IPアドレス
はNetwork Settings (ネットワーク設定) ページに表示されます。

– SSttaattiicc IIPPは、静的なIPを使用してNICを設定する必要があることを示します。
IIPPアアドドレレススササブブネネッットトママススクク 、デデフフォォルルトトゲゲーートトウウェェイイ、DDNNSSアアドドレレススな
どのIPアドレスプロパティを入力します。この情報がない場合は、ネット
ワーク管理者にお問い合わせください。

– NNoo CCoonnffiigguurraattiioonn::は、NICを設定する必要がないことを示しています。
4.1. VLANを使用する場合は、[EEnnaabblleedd ((有有効効ににすするる))] をクリックし、[LLiiffeeccyyccllee

CCoonnttrroolllleerr VVLLAANN SSeettttiinnggss ((LLiiffeeccyyccllee CCoonnttrroolllleerr VVLLAANN設設定定))] で [VVLLAANN IIDD] と
[PPrriioorriittyy ((優優先先度度))] を入力して、NICのVLAN設定を行います。

4.2. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。Lifecycle Controllerの設定が正しく設定されていな
い場合、エラーメッセージが表示されます。

5. iDRACネットワークと認証情報の設定:
5.1. [IIPPVV44 CCoonnffiigguurraattiioonn >> IIPP AAddddrreessss SSoouurrccee ((IIPPVV44設設定定 >> IIPPアアドドレレススソソーースス))] に移動

し、以下のいずれかのオプションを選択します。
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– SSttaattiiccは、静的なIPを使用してネットワークを設定する必要があることを示し
ます。IIPPアアドドレレススササブブネネッットトママススクク 、デデフフォォルルトトゲゲーートトウウェェイイ、DDNNSSアアドド
レレススソソーースス、DDNNSSアアドドレレススなどのIPアドレスプロパティを入力します。この
情報がない場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。

– DDHHCCPPは、DHCPサーバーからのIPアドレスを使用してNICを設定する必要が
あることを示します。DHCPはデフォルトのオプションで、DHCP IPアドレス
はNetwork Settings (ネットワーク設定) ページに表示されます。

5.1. [CCrreeddeennttiiaallss ((認認証証情情報報))] で、iDRACネットワークにアクセスするための [AAccccoouunntt
UUsseerrnnaammee UUsseerrnnaammee ((アアカカウウンントトののユユーーザザーー名名))] と [PPaasssswwoorrdd ((パパススワワーードド))] を
入力します。

5.2. [[NNeexxtt ((次次へへ))]] をクリックします。
6. Lifecycle Controller とiDRACネットワーク設定の概要を確認し、[FFiinniisshh ((完完了了))] をクリック

します。

サイバーセキュリティ

サイバーセキュリティに関する製品固有の情報については、axis.comの製品データシートを参照し
てください。

AXIS OSのサイバーセキュリティの詳細情報については、『AXIS OS強化ガイド』を参照してくだ
さい。

セセキキュュアアブブーートト

セキュアブートは、システム上でマルウェアや安全でないソフトウェアが実行されるのを防ぐ機
能です。この機能はシステム起動時に実行され、デジタル署名を使用してソフトウェアおよびOS
の証明書を検証します。信頼されたソフトウェアとOSのみがシステム上で実行されます。

TTrruusstteedd PPllaattffoorrmm MMoodduullee ((TTPPMM))

TPMは、不正アクセスから情報を保護するための暗号化機能を提供するコンポーネントです。デ
フォルトで有効になっており、オフにすることはお勧めしません。

Axis装置のサイバーセキュリティ機能の詳細については、axis.com/learning/white-papersにアクセ
スし、サイバーセキュリティを検索してください。

AAxxiissセセキキュュリリテティィ通通知知ササーービビスス

Axisは、Axis装置に関する脆弱性やその他のセキュリティ関連事項についての情報を提供する通知
サービスを運営しています。通知を受け取るには、axis.com/security-notification-serviceで購読手
続きを行うことができます。

脆脆弱弱性性のの管管理理

お客様の脆弱性リスクを最小限に抑えるため、AxisはCCVVEE ((共共通通脆脆弱弱性性識識別別子子)) 採採番番機機関関として業
界標準に従って、装置、ソフトウェア、およびサービスで発見された脆弱性の管理と対応を行っ
ています。 Axisの脆弱性管理ポリシー、脆弱性の報告方法、すでに公開されている脆弱性、対応
するセキュリティ勧告の詳細については、axis.com/vulnerability-managementをご覧ください。

AAxxiiss装装置置ののセセキキュュアアなな動動作作

工場出荷時の設定のAxis装置は、セキュアなデフォルトの保護メカニズムで事前に設定されていま
す。装置の設置時には、より多くのセキュリティ設定を使用することをお勧めします。装置のセ
キュリティを確保するためのベストプラクティス、リソース、ガイドラインなど、Axisのサイバー
セキュリティに対する取り組みの詳細については、axis.com/about-axis/cybersecurityをご覧くだ
さい。
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トラブルシューティング

現在のBIOSのバージョンを確認する

現在のBIOSを確認するには:

1. デバイスの電源を入れます。
2. Axisスプラッシュ画面が表示されるまで待ちます。スプラッシュ画面の上側にバージョン番

号が表示されます。

BIOSのアップグレード

Axisの技術サポートから指示があった場合にのみ、BIOSをアップグレードしてください。

WWiinnddoowwss®®ににアアククセセススででききなないい場場合合：：EEFFIIののパパッッケケーージジ手手順順のの更更新新

1. dell.comのサポートページに移動し、サービスタグを入力します。[DDrriivveerrss && DDoowwnnllooaaddss
((ドドラライイババーーおおよよびびダダウウンンロローードド))] に移動し、.efiファイルをダウンロードします。

2. ファイルをUSBデバイスにコピーします。
3. USB装置をプラグに差し込み、POST実行中にF11キーを押して、BIOS Boot Managerを開き

ます。
4. [SSyysstteemm UUttiilliittiieess mmeennuu >> BBIIOOSS UUppddaattee FFiillee EExxpplloorreerr ((シシスステテムムユユーーテティィリリテティィメメニニュューー

>> BBIIOOSS更更新新フファァイイルルエエククススププロローーララ))] に移動します。
5. USBデバイスを選択し、ディレクトリの内容を参照して実行可能ファイル (.efi) を見つけま

す。
6. 実行可能ファイルを起動し、フラッシュユーティリティの指示に従います。

WWiinnddoowwss®®ににアアククセセススででききるる場場合合：：WWiinnddoowwss®® DDuuppののパパッッケケーージジ手手順順のの更更新新

1. ファイルをダウンロードした場所を参照し、新しいファイルをダブルクリックします。
2. ダイアログウィンドウでリリース情報を読みます。
3. 続行する前に、ダイアログウィンドウで特定された前提条件のファイルをダウンロードし

てインストールします。
4. このBIOSアップデートの前に、必要なEmbedded Systems Managementファームウェアを

インストールします。
5. [イインンスストトーールル] をクリックします。
6. 画面の指示に従います。

診断を実行する

診断を実行すると、システムの問題の原因を特定するのに役立ちます。診断には追加の機器は不
要で、データ損失のリスクなしにシステムハードウェアがテストされます。

1. システム起動中に、F10キーを押して、Lifecycle Controllerを開きます。
2. [HHaarrddwwaarree DDiiaaggnnoossttiiccss ((ハハーードドウウェェアア診診断断))] に移動し、[RRuunn HHaarrddwwaarree DDiiaaggnnoossttiiccss

((ハハーードドウウェェアア診診断断のの実実行行))] をクリックします。
3. エラーコードをメモして、Axisの技術サポートにお問い合わせください。

システムリカバリの実行

デバイスで完全なシステム障害が発生した場合は、回復イメージを使用してWindows® システムを
再作成する必要があります。AXIS Recovery Kitをダウンロードするには、Axisの技術サポートに連
絡し、お使いの装置のシリアル番号を知らせてください。

1. AXISリカバリキットとAXIS ISOをUSBツールにダウンロードします。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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2. USBドライブをコンピューターに挿入します。
– 16 GB ~ 32 GB以上のUSBドライブを使用します。
– USBドライブがフォーマットされ、既存のデータはすべて消去されます。

3. AXIS ISOからUSBツールを実行し、画面の指示に従います。
USBドライブへのデータの書き込みには約10 ~ 15分かかります。

4. ISOからUSBへのツールが完成したら、USBドライブを取り出してデバイスに接続します。
5. デバイスを起動します。
6. AXISスプラッシュ画面が表示されたら、F11キーを押します。
7. [OOnnee--sshhoott UUEEFFII BBoooott MMeennuu ((ワワンンシショョッットトUUEEFFIIブブーートトメメニニュューー))] をクリックします。
8. USBドライブに移動し、enterキーを押します。システムがAXISリカバリキットで起動しま

す。
9. [RReeiinnssttaallll OOppeerraattiinngg SSyysstteemm ((オオペペレレーーテティィンンググ シシスステテムムのの再再イインンスストトーールル))] をクリック

します。
リカバリが完了するまでに約10 ~ 15分かかります。詳細な手順については、回復キットの
ダウンロードを参照してください。

SupportAssistコレクションのエクスポート

SupportAssistコレクションをUSBドライブまたはネットワーク共有 (CIFS/NFS) にエクスポートす
ることができます。コレクションには、以下のデータが含まれています。

• ハードウェア
• RAIDコントローラーのログ

SupportAssistコレクションをエクスポートするには:

1. パワーオンセルフテスト (POST) 実行時に、F10キーを押して、Lifecycle Controllerを起動し
ます。

2. [HHaarrddwwaarree DDiiaaggnnoossttiiccss >> EExxppoorrtt SSuuppppoorrttAAssssiisstt ccoolllleeccttiioonn ((ハハーードドウウェェアア診診断断 >>
SSuuppppoorrttAAssssiissttココレレククシショョンンののエエククススポポーートト))] に進みます。

3. 使用条件を読み、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリックします。
技術サポートがSupportAssistコレクションデータを使用できるようにするには、使用条件
に同意する必要があります。

4. SupportAssistコレクションに含めるデータオプションを選択し、[NNeexxtt ((次次へへ))] をクリック
します。

5. 必要なエクスポート設定情報を入力し、[NNeexxtt]] ((次次へへ))] をクリックします。
– USBドライブにエクスポートするには：USBドライブオプションを選択し、USBドラ

イブの名前を選択して、コレクションのエクスポート先のファイルパスの詳細を入
力します。

– NFSにエクスポートするには： NFSオプションを選択して、必要な情報を入力しま
す。

– CIFSにエクスポートするには： CIFSオプションを選択して、必要な情報を入力しま
す。
[TTeesstt NNeettwwoorrkk CCoonnnneeccttiioonn ((ネネッットトワワーークク接接続続ののテテスストト))] をクリックして、
Lifecycle Controllerが指定されたIPアドレスに接続できるかどうかを確認します。デ
フォルトでは、ゲートウェイIP、DNSサーバーIP、ホストIP、およびプロキシIPに対
してpingが実行されます。

6. 選択内容を確認し、[FFiinniisshh ((完完了了))] をクリックします。
Lifecycle Controllerが、選択されたコレクションデータを取得し、レポートファイルを指定
された場所にエクスポートします。これには数分かかることがあります。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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電源ユニットのトラブルシューティング

注
電源ユニットを取り付けた後、システムが電源ユニットを認識し、電源ユニットが正しく機能
するかどうかを判定するまで数秒待ちます。
1. 接続不良がないことを確認します。たとえば、電源ケーブルの接続不良です。
2. 電源のハンドルLEDが、電源が正常に作動していることを示していることを確認します。
3. 電源ユニットの電源 LEDの状態を確認します。仕様, on page 29を参照してください。
4. 冗長電源構成の場合は、両方の電源ユニットの種類とワット数が同じであることを確認し

てください。
5. 背面にExtended Power Performance (EPP) ラベルが付けられた電源ユニットのみを使用し

ていることを確認します。
6. 電源ユニットをリセットします。
7. 問題が解決しない場合は、Axisの技術サポートにお問い合わせください。

メモリーエラーのトラブルシューティング

1. BIOSを最新バージョンにアップグレードします。
2. エラーが解決しない場合は、Axisの技術サポートにお問い合わせください。

AXIS Camera Station Proのトラブルシューティング

AXIS Camera Station Proのトラブルシューティング方法については、AXIS Camera Station Proユー
ザーマニュアルを参照してください。
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製品概要

前面と背面

1 ハードドライブトレイ
2 ハードドライブトレイリリースボタン
3 ハードドライブアクティビティLED
4 ハードドライブステータス LED
5 ソリッドステートドライブトレイ
6 電源ボタン/電源LED
7 情報タグ
8 システム識別ボタンとインジケーター
9 USB 3.0ポート
10 iDRACダイレクトポート
11 電源ユニット
12 Mini DisplayPortコネクター
13 USB 2.0ポート
14 システム識別ボタンとインジケーター
15 USB 3.0ポート
16 1 GbEイーサネットポート2
17 USB 2.0ポート
18 1 GbEイーサネットポート1
19 iDRAC専用イーサネットポート
20 VGAポート (使用しないでください)
21 シリアルポート

8 9

4

2

1

16

18

19

17

20

21

12

116 7 10

3

5

13

14

15
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仕様

シシスステテムムのの健健全全性性ととシシスステテムムIIDDののイインンジジケケーータターー

LLEEDD 説説明明 動動作作

青色で点灯 システムの電源が入ってお
り、健全であり、システムID
モードはアクティブではあり
ません。

[system health and system ID
(システムの健全性とシステム
ID)] ボタンを押して、システ
ムIDモードに切り替えます。

青色で点滅 システムIDモードがアクティ
ブです。

[system health and system ID
(システムの健全性とシステム
ID)] ボタンを押して、システ
ムの健全性モードに切り替え
ます。

黄色で点灯 システムはフェイルセーフ
モードです。

黄色で点滅 システムに障害が発生してい
ます。

具体的なエラーメッセージに
ついては、システムイベント
ログをチェックしてくださ
い。

iiDDRRAACCダダイイレレククトトLLEEDDイインンジジケケーータターー

LLEEDD 説説明明

緑色で2秒間点灯 ノートPCまたはタブレットが接続されていま
す。

緑で点滅 (2秒間点灯、2秒間消灯) 接続されているノートPCまたはタブレットが
認識されました。

オフ ノートPCまたはタブレットのプラグが抜けて
います。

NNIICCイインンジジケケーータターー

LLEEDD 説説明明

リンクインジケーターとアクティビティインジ
ケーターが消灯

NICはネットワークに接続されていません。

リンクインジケーターが緑色で、アクティビ
ティインジケーターが緑色で点滅

NICは最大ポート速度で有効なネットワークに
接続され、データが送受信されています。

リンクインジケーターが黄色で、アクティビ
ティインジケーターが緑色で点滅

NICは最大ポート速度より低い速度で有効な
ネットワークに接続され、データが送受信され
ています。

リンクインジケータが緑色で、アクティビティ
インジケータが消灯

NICは最大ポート速度で有効なネットワークに
接続され、データは送受信されていません。

リンクインジケータが黄色で、アクティビティ
インジケータが消灯

NICは最大ポート速度より低い速度で有効な
ネットワークに接続され、データは送受信され
ていません。

電電源源ユユニニッットト ((PPSSUU)) ののイインンジジケケーータターー

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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LLEEDD 説説明明

緑 有効な電源がPSUに接続され、PSUが動作可能
です。

黄色で点滅 PSUに問題があります。

電源がオンになっていない 電源がPSUに接続されていません。

緑色で点滅 PSUのファームウェアが更新中です。
注注意意
ファームウェア更新中は、電源コードを抜
いたりPSUの電源を切断したりしないでくだ
さい。更新が中断されると、PSUは動作しな
くなります。

緑色で点滅してから消灯 PSUをホットプラグ接続すると、4 Hzの速度で
5回緑色に点滅してから消灯します。これは、
効率、機能セット、健全性ステータス、または
サポートされている電圧によるPSUの不一致を
示しています。

注注意意
• 2つのPSUが設置されている場合は、両

方のPSUのラベルの種類が同じでなけれ
ばなりません。たとえば、Extended
Power Performance (EPP) ラベルです。
前世代のPowerEdgeサーバーのPSUを混
在させることはサポートされていませ
ん。PSUの電力定格が同じ場合でも同様
です。混在させると、PSUの不一致状態
が発生したり、システムの電源が入ら
なくなったりします。

• 2つのPSUを使用する場合は、それらの
種類が同じで、最大出力電力が同じで
なければなりません。

• PSUの不一致を修正する際は、インジ
ケーターが点滅しているPSUのみを交換
してください。一致するペアを作るた
めにPSUを交換すると、エラー状態にな
り、予期しないシステムシャットダウ
ンが発生することがあります。高出力
設定から低出力設定に変更する場合、
またはその逆の場合は、システムの電
源をオフにする必要があります。

ドドラライイブブイインンジジケケーータターー

LLEEDD 説説明明

緑色で1秒間に2回点滅 ドライブを識別中または取り外しの準備中で
す。

オフ ドライブは取り外し可能な状態です。
注

システムの電源投入後、すべてのドライブ
の初期化が完了するまでドライブのステー
タスインジケーターは点灯しません。この
間はドライブを取り外さないでください。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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緑色、黄色で点滅してから消灯 予期しないドライブ故障が発生しています。

黄色で1秒間に4回点滅 ドライブが故障しました。

緑色でゆっくりと点滅 ドライブは再構築中です。

緑で点灯 ドライブはオンラインです。

緑色で3秒間点滅し、黄色で3秒間点滅してか
ら6秒後に消灯

再構築が停止しました。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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さらに支援が必要ですか?

参考リンク

• AXIS Camera Station Proユーザーマニュアル
• AXISセキュアリモートアクセスにサインイン
• Axis Secure Remote Access v2にサインインする
• AXIS Camera Stationのウイルス対策許可リストに含める内容

サポートに問い合わせる

さらにサポートが必要な場合は、axis.com/supportにアクセスしてください。

AXIS Camera Station S1232 Tower Recording Server
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